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議案審議3 月定例会

タクシーチケット３万６千円分補助
　自動車等運転免許証を持っていない高齢者
等に町独自のタクシー利用券を発行

1,440万円

小児科・内科医を募集
　大崎町開業医誘致制度を創設し、地域医療
を担う医師不足を解消するための事前審査委
員会時の報償費

3万円
※�町内で開業すると、土地や建物、医療機器等
の購入費用として、最大１億円を支援

高校生等通学定期券購入半額補助
　路線バスの維持と子育て世帯の負担軽減を
はかることを目的に、公立高校に通う生徒の
バス定期券購入を補助
（購入費用の1/2補助、助成上限月1万円）

1,000万２千円

大丸小学校屋内運動場床改修工事
　子どもたちに安全な環境を提供するため、
大丸小学校の屋内運動場の床を改修する工事

2,130万円

さらに住みよい 暮らしのために
事業拡充や新たに  実施される取組み事業拡充や新たに  実施される取組み

122億3,680万6千円
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持留・大丸・中沖・野方小学校
特別教室等空調設備設置工事

　学校環境の改善をはかることを目的に特別
教室等に空調機器を設置

１億5,750万円

今年もプレミアム商品券を発行
　消費向上を目的として、引き続きひとり
１万円分の商品券を配布

１億3,153万円

総合体育館リニューアル
　令和６年度から２か年計画（総額約15億円）
で改修を行い、体育館機能の向上に加えて、
災害時の防災拠点としての施設整備を計画

７億500万円

学校給食費完全無償化
　児童生徒の給食費保護者負担分の無償化や
地場産物食材の購入費補助

4,749万７千円

令和６年度大崎町一般会計予算

さらに住みよい 暮らしのために
事業拡充や新たに  実施される取組み事業拡充や新たに  実施される取組み

122億3,680万6千円

（参考）
左記チラシは
昨年作成したもの

○　おおさき議会だよりNo.1713



新年度予算に付帯決議
令和6年度当初予算の可決に当たり、委員から付帯決議の動議が出され全会一致で可決

くにの松原観光施設   くにの松原観光施設管理委託料について、これまでもその内容や高
額な単価設定、また、契約のあり方を指摘し、一部改善は見られるが、予算は前年度比 16

万 4 千円増の 981 万 7 千円である。指摘事項への改善や住民への透明性ある情報提供を

求める。

スクールバス   スクールバス運行業務委託料について、令和元年度より近隣と比べ高
額な委託料や随意契約から競争入札への改善を求めた。バスの一部路線小型化による削減

努力は見られるが、予算は、前年度比 595 万円増の 3,076 万円となっている。スクールバス

の利用実態を踏まえ、さらなる改善を求める。

環境拠点整備   環境拠点整備事業について、町民の関心も高く、要望や運営に関す
る期待も多岐にわたることから、環境拠点整備事業実行委員会の協議内容を正確に運営、

施策に反映させる必要がある。よって音声データによる議事録作成と、かつ民主的な意見

交換が行われるよう求める。また、実行委員の学識経験者については、自他ともに学識経

験者と認められる者を選考するよう求める。

総合体育館   総合体育館大規模改修工事について、太陽光発電設備は定期的な清
掃や点検が必要なため、屋上設置では維持管理費に相当な費用を要する可能性が高い。ま

た、施設屋根のメンテナンス時も太陽光発電設備の脱着等が必要となり、維持管理費増大

の懸念がある。設置方法については、駐車場から体育館までの雨天対策等も考慮した、同

施設の福祉利用の検討も求める。

　また、緊急時発電装置について、動力燃料の重油を酸化防止のため停電時以外に消費使

用することは脱炭素の取り組みと逆行する。近隣自治体では、LP ガスエネルギーを取り入

れている事例もあることから、動力源は再度検討することを求める。（関連記事３ページ）

　さらに、当総合体育館は大隅半島でも有数の規模を誇り、活用方法については大きな可

能性を持っている。改修を経て、当総合体育館が新たな賑わいを生み出す施設となるよう、

各課のまちづくり及びスポーツ振興に関わる政策と密に連携しながら検討を進めることを求

める。また今後の利用構想については、町民からの提案や民間の活力を取り入れるなど、

収益性や地域経済への波及効果も視野に入れた、持続可能な運用方法の検討を求める。

議案審議3 月定例会
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予
算
関
係

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
報
償

10
万
円
増
額

 

質
問  

予
算
が
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
、今
年
度
の
実
績
見
込
み
は
。

 

答
弁  

こ
の
制
度
は
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
が
、
運
転
免
許
証
を
自

主
的
に
返
納
し
た
場
合
の
報
償

費
で
、
申
請
者
ひ
と
り
当
た
り
、

１
万
円
を
支
給
し
て
い
る
。今
回
、

10
万
円
の
増
額
を
お
願
い
し
、
実

績
見
込
み
と
し
て
、
60
名
を
想
定

し
て
い
る
。

大
崎
町
地
域
猫
活
動
等
事
業
補
助
金

10
万
円
減
額

 

質
問  

申
請
件
数
と
何
匹
の
猫
に

対
し
て
、
避
妊
ま
た
は
去
勢
の
手

術
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
た
か
。

 

答
弁  

申
請
件
数
は
２
団
体
で
、

助
成
の
実
績
は
３
匹
分
で
あ
る
。

３
月
中
に
１
団
体
が
１
匹
分
を
申

請
予
定
で
あ
る
。

保
育
所
等
送
迎
用
車
両

安
全
装
置
設
置
補
助
金

48
万
４
千
円
減
額

 

質
問  

安
全
装
置
の
設
置
台
数
と

設
置
率
は
。

 

答
弁  

保
育
所
等
は
町
内
に
７
か

所
あ
り
、
設
置
台
数
は
12
台
で
、

設
置
率
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い

る
。

大
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

維
持
管
理
業
務
委
託
料

１
６
１
万
５
千
円
減
額

 

質
問  

補
正
減
の
要
因
は
。

 

答
弁  

令
和
６
年
度
か
ら
公
共
下

水
道
事
業
会
計
が
公
営
企
業
会
計

に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
出
納
整

理
期
間
が
な
く
な
る
た
め
で
あ

る
。

（
要
　
望
）

　

公
共
下
水
道
事
業
の
安
定
し
た

運
用
及
び
対
応
の
た
め
、
水
道
課

に
お
け
る
公
共
下
水
道
事
業
の
技

術
管
理
者
の
確
保
及
び
資
格
研
修

等
に
よ
る
技
術
者
の
早
期
育
成
並

び
に
職
員
の
人
員
増
を
人
事
担
当

課
へ
要
求
さ
れ
る
よ
う
全
委
員
の

意
見
一
致
の
も
と
要
望
し
た
。

菱
田
中
学
校
跡
地
の
地
域
活
性
化

の
た
め
の
活
用
に
関
す
る
請
願
書

請
願
者　
　

川
畑　

光
三
郎　

氏

紹
介
議
員　

児
玉　

孝
德　

議
員

（
趣
　
旨
）

　

菱
田
中
学
校
跡
地
に
、
地
域
活

性
化
の
た
め
の
菱
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
等

を
設
立
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

質
問  

菱
田
地
域
だ
け
で
な
く
、

大
崎
町
全
体
に
お
い
て
人
口
減

少
、
特
に
若
い
世
代
が
減
少
し
て

い
る
状
況
と
思
わ
れ
る
が
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
セ
ン
タ
ー
が
設

立
さ
れ
た
場
合
、
担
い
手
の
確
保

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
弁  

人
材
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
菱
田
地
域
の
方
に
限
ら
ず
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
々
等
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

運
営
を
継
続
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

安全装置設置済のバス

上空からの大崎クリーンセンター

議案審議３月定例会

○　おおさき議会だよりNo.1715



議案審議3 月定例会
「
錦
江
湾
横
断
道
路
」
の
早
期

事
業
化
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
し
た
。

提
出
者　

文
教
経
済
常
任
委
員
会　
　

　
　
　
　

委
員
長　

平
田　

慎
一

提
出
の
理
由

　
「
錦
江
湾
横
断
道
路
」
は
薩
摩

半
島
と
大
隅
半
島
を
結
び
、
交
通

の
利
便
性
の
向
上
や
生
活
圏
域
の

拡
大
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用

な
ど
、
大
隅
半
島
は
も
と
よ
り
、

九
州
南
部
地
域
の
産
業
・
経
済
及

び
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
近
年
、
頻
発
・
激
甚
化
傾

向
に
あ
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
や

救
急
医
療
体
制
の
確
保
な
ど
、
防

災
・
医
療
の
観
点
か
ら
も
必
要
不

可
欠
な
道
路
で
あ
る
。

　
「
錦
江
湾
横
断
道
路
」
を
構
想

路
線
か
ら
「
実
施
路
線
」
化
、
併

せ
て
早
期
事
業
化
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
意
見
書
の
提
出
先
）

鹿
児
島
県
知
事

発
議
（
第
１
号
）

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
多

様
な
学
習
機
会
の
確
保
の
た
め

の
経
済
的
支
援
制
度
の
確
立
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
た
。

提
出
者　

藤
田　

香
澄

賛
成
者　

平
田　

慎
一　

　
　
　
　
　
　
　
　

児
玉　

孝
德

（
議
会
か
ら
国
へ
の
意
見
書
）（
要

旨
の
み
掲
載
）
※
修
正
箇
所
は
青

文
字
。

　

令
和
４
年
度
の
義
務
教
育
段
階

に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
は

全
国
で
29
万
９
０
４
８
人
と
10
年

連
続
で
増
加
し
て
お
り
、
鹿
児
島

県
内
で
も
３
７
４
３
人
が
不
登
校

と
、
依
然
高
水
準
で
推
移
し
て
い

る
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
を
利
用
す

る
際
の
家
庭
や
当
事
者
の
負
担
は

大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
負
担
を
抱

え
た
家
庭
や
当
事
者
に
対
し
て
国

費
に
よ
る
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

　

国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て

は
、
次
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ

う
強
く
要
請
す
る
。

１　

国
で
附
帯
決
議
し
た
九
、「
不

登
校
の
児
童
生
徒
が
、
い
わ
ゆ
る

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
学
校
以
外

の
場
に
お
い
て
行
う
多
様
な
学
習

活
動
に
対
し
て
は
、
そ
の
負
担
の

軽
減
の
た
め
の
経
済
的
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
必
要
な
財
政
上
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
」
を
早
急
に
進

め
る
こ
と
。

２　

国
で
附
帯
決
議
し
た
六
、「
本

法
第
十
条
に
定
め
る
不
登
校
特

例
校
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
営

利
を
目
的
と
す
る
団
体
に
よ
る
設

置
・
管
理
に
は
慎
重
を
期
す
こ
と

と
し
、
過
度
に
営
利
を
目
的
と
し

て
教
育
水
準
の
低
下
を
招
く
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
認

め
な
い
こ
と
。
ま
た
、
不
登
校
特

例
校
や
本
法
第
十
一
条
に
定
め
る

学
習
支
援
施
設
の
運
用
に
お
い
て

は
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
不
登
校
と
な

っ
た
児
童
生
徒
が
一
般
の
学
校
・

学
級
で
学
ぶ
権
利
を
損
ね
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

発
委
（
第
１
号
）

県知事へ意見書提出
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3月定例会議案等に対する採決状況一覧（〇賛成　●反対　議長（富重幸博）は表決に加わらない。）

議案等
の番号 件　　　　　　　名

賛 否 の 意 思 表 示
藤
田
香
澄

草
原
正
和

岡
元
修
一

平
田
慎
一

児
玉
孝
德

稲
留
光
晴

神
﨑
文
男

宮
本
昭
一

吉
原
信
雄

中
山
美
幸

中
倉
広
文

富
重
幸
博
議決結果

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて 
（令和５年度大崎町一般会計補正予算（第７号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 承認

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて 
（大崎町手数料条例の一部を改正する条例の制定について）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 承認

議案第１号 大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第２号 大崎町農業研修館の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議案第３号 大崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議案第４号 大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第５号 令和５年度大崎町一般会計補正予算（第８号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第６号 令和５年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第７号 令和５年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第８号 令和５年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第９号 令和５年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第10号 令和６年度大崎町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第11号 令和６年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第12号 令和６年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第13号 令和６年度大崎町介護保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第14号 令和６年度大崎町水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第15号 令和６年度大崎町公共下水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第16号 大崎町老人福祉センターの指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決
議案第17号 大崎町シルバーワークプラザの指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決
議案第18号 大崎町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議案第19号 大崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議案第20号 大崎町農業機械の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第21号 大崎町農業機械運営審議会条例を廃止する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第22号 鹿屋市との間において締結した定住自立圏形成協定の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案第23号 大崎町奨学金貸与条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
発委第１号「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書（案）の提出について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

発議第１号 不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のた
めの経済的支援制度の確立を求める意見書について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 修正可決

同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について - - - - - - - - - - - - 同意
同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について - - - - - - - - - - - - 同意
請願第１号 菱田中学校跡地の地域活性化のための活用に関する請願書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 採択

議案審議３月定例会

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
、
次
の
方
を
同
意

し
ま
し
た
。

住
所　

大
崎
町
菱
田

氏
名　

濱
口  　

博 

氏（
75
歳
）

住
所　

大
崎
町
神
領

氏
名　

川
添 

俊
一郎 

氏（
64
歳
）

人
事
案
件
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稲
いな

　留
どめ

　光
みつ

　晴
はる

　議員
・介護保険について
・後期高齢者医療について
・能登半島地震の教訓と本町の課題について
・本町基幹産業について

平
ひら

　田
た

　慎
しん

　一
いち

　議員
・施政方針について
・スポーツ振興について（陸上競技の聖地創り等）

草
くさ

　原
はら

　正
まさ

　和
かず

　議員
・大地震・大津波について

中
なか

　山
やま

　美
み

　幸
ゆき

　議員
・中学校入学説明会及び学校運営について
・大崎町環境拠点整備実行委員会運営について

児
こ

　玉
だま

　孝
たか

　德
のり

　議員
・防災行政について

藤
ふじ

　田
た

　香
か

　澄
すみ

　議員
・福祉バスの利用促進とサービスの拡充について

一  般  質  問一  般  質  問 ６
議
員
が
登
壇

 
町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一般質問とは
　町長などの執行機関に
対し、業務の執行状況や
将来の方針などについて
議員個人として政策論争
を行うものです。

問い合せ先：大崎町議会事務局　TEL ０９９－４７６－１１１１（内線　310・311）

Ｐ14

Ｐ13

Ｐ12

Ｐ11

Ｐ10

Ｐ９

二次元コード※をスマ
ホ等で読み込むと各
議員の一般質問を視
聴できます。
※�バーコードを拡張するた
めに開発された二次元
コードは、端末を使って
簡単にコードを読み取る
ことができます。
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問 

介
護
保
険
料
の
負
担
を

増
や
さ
ず
、
据
え
置
き
を
求

め
て
き
た
が
、
令
和
６
年
度

は
負
担
軽
減
が
で
き
る
の

か
。

基
準
額
は
据
え
置
き
で
月

額
６
７
０
０
円
で
あ
る

答 

町
長　

基
準
額
は
月
額

を
据
え
置
き
し
て
お
り
、
所

得
段
階
９
段
階
か
ら
13
段
階

ま
で
に
細
分
化
さ
れ
、
低
所

得
者
の
保
険
料
を
軽
減
し
て

い
る
。

軽
減
後
で
、月
額
１
０
１
円
の

軽
減
額
で
滞
納
者
は
減
る
か

問 

第
１
段
階
か
ら
第
３
段

階
の
低
所
得
者
は
令
和
５
年

度
よ
り
月
額
１
０
１
円
の
軽

減
額
で
滞
納
者
は
減
ら
せ
る

の
か
。

滞
納
者
の
方
々
に
納
入
の

お
願
い
を
し
て
い
く

答 

町
長　

今
回
は
１
０
１

円
の
結
果
が
出
て
、
少
し
で

も
滞
納
の
状
況
か
ら
軽
減
さ

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

滞
納
者
の
方
々
に
納
入
の
お

願
い
を
し
な
が
ら
地
道
に
取

り
組
む
。

介
護
基
本
報
酬
引
き
下
げ
で

介
護
事
業
者
へ
の
問
題
点
は

問 

訪
問
介
護
事
業
者
に
お

け
る
サ
ー
ビ
ス
報
酬
引
き
下

げ
で
の
問
題
点
は
何
か
。

事
業
運
営
が
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る

答 

町
長　

地
方
に
お
け
る

訪
問
介
護
事
業
所
は
運
営
が

厳
し
く
な
る
。
ヘ
ル
パ
ー
の

高
齢
化
、
人
材
不
足
も
問
題

で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
い
く
ら
増
え
る
か

問 

令
和
６
年
度
か
ら
見
直

し
が
行
わ
れ
る
。
５
年
度
に

比
べ
負
担
は
い
く
ら
増
え
る

か
。

一人
当
た
り
４
６
３
２
円
の

増
額
見
込
み
と
な
る

答 

町
長　
均
等
割
が
３
０
０

０
円
の
増
、
所
得
割
が
０
・
84

ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
る
。

税
務
課
長　
令
和
６
年
度
は

一
人
当
た
り
５
万
１
３
２
５
円
、

５
年
度
対
比
で
４
６
３
２
円

の
増
額
見
込
み
と
な
る
。

２
年
ご
と
の
定
期
的
値
上

げ
に
は
反
対
で
あ
る

問 

年
金
は
減
ら
さ
れ
続
け

て
い
る
中
で
、
支
払
う
保
険

料
を
な
ぜ
定
期
的
に
値
上
げ

を
す
る
の
か
。

後
期
高
齢
者
数
の
増
加
と

子
育
て
世
代
へ
の
支
援

答 

保
険
料
の
基
礎
と
な
る

医
療
費
な
ど
の
費
用
、
後
期

高
齢
者
数
の
増
加
、
出
産
育

児
一
時
金
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
か
ら
の
支
援
が
始
ま

る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
介
護
保
険
料
負
担

軽
減
が
で
き
る
の
か

基
準
額
は
令
和
５
年
度
と
同
じ
月
額

６
７
０
０
円
で
据
え
置
く

稲留　光晴 議員

均等割額と所得割率 （行政データを基に本人作成）
均等割額（円） 所得割

４年度～５年度 56,900 10.88％

６年度～７年度 59,900 11.72％

3,000円の増 0.84ポイント増

低所得者負担軽減金額
月額 年額 軽減後（月額）

第１段階
８期 2,010 24,120 

９期（令和６年度より） 1,909 22,914 △ 101

第２段階
８期 3,350 40,200 

９期（令和６年度より） 3,249 38,994 △ 101

第３段階
８期 4,690 56,280 

９期（令和６年度より） 4,589 55,074 △ 101

（単位：円）
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問 

子
育
て
支
援
、
介
護
や

高
齢
者
対
策
に
直
結
す
る
医

療
施
設
の
減
少
・
医
師
不
足

解
消
の
施
策
を
示
せ
。

開
業
医
の
誘
致
を
は
か
る

答 

町
長　
町
内
い
ず
れ
も
65

歳
以
上
の
開
業
医
で
、
医
師
の

誘
致
支
援
に
最
大
１
億
円
の

補
助
施
策
を
行
う
。
曽
於
地

区
内
の
小
児
科
が
全
て
閉
院
し

て
い
る
な
か
、
小
児
科
・
内
科

の
診
療
施
設
誘
致
を
目
指
す
。

勤
務
医
の
招
致
や
病
後
児

保
育
も
取
り
入
れ
る
べ
き

問 

開
業
医
だ
け
で
な
く
勤

務
医
招
致
の
手
法
も
踏
ま

え
、
小
児
科
・
内
科
に
併
設

し
た
病
児
・
病
後
児
保
育
も

取
り
入
れ
る
べ
き
。

意
見
を
踏
ま
え
取
り
組
む

答 

町
長　
ま
ず
小
児
科・
内

科
医
誘
致
を
考
え
、
住
ん
で

安
心
で
き
る
ま
ち
、子
育
て
中

の
人
が
将
来
的
に
安
心
で
き

る
意
見
も
踏
ま
え
取
り
組
む
。

健
康
増
進
施
策
の
方
向
性
は

問 

本
町
の
標
準
化
死
亡
比
、

特
に
脳
出
血
、
脳
梗
塞
、
心

筋
梗
塞
、
心
不
全
、
腎
不
全

な
ど
の
死
亡
要
因
が
高
い
。

町
民
に
対
し
情
報
提
供
・
啓

発
を
行
う
べ
き
。

健
康
課
題
の
共
有
及
び
健
康

に
対
す
る
情
報
提
供
を
行
う

答 

町
長　

本
町
は
疾
病
に

伴
う
死
因
が
全
国
平
均
を
は

る
か
に
超
え
高
い
。
食
事
療

法
と
運
動
療
法
を
重
視
し

た
取
り
組
み
が
必
要
な
の
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
推
進
し
、
重

症
化
予
防
及
び
フ※

レ
イ
ル
予

防
に
努
め
る
。

※
加
齢
で
心
身
が
老
い
衰
え
た
状
態

今
後
の
竹・福・商
連
携
、資

源
化
モ
デ
ル
の
方
向
性
は

問 

今
後
の
慶
應
義
塾
大
学

と
の
連
携
及
び
宮
園
集
落
の

活
動
体
制
や
仕
組
み
を
ど
の

よ
う
に
波
及
し
て
い
く
の
か
。

他
の
地
区
で
も
実
施
し
た
い

答 

町
長　

新
年
度
は
慶
應

義
塾
大
学
と
サ
ポ
ー
ト
業
務

委
託
を
考
え
、
宮
園
集
落
の

活
動
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
を
継
承
し
、
竹
林

整
備
や
農
・
福
連
携
な
ど
他

地
区
で
の
実
施
も
考
え
る
。

多
面
的
機
能
向
上
対
策
事
業

の
取
り
組
み
改
善
を

問 

危
険
箇
所
や
急
斜
面
・

高
土
手
等
、
法
面
吹
き
付
け

を
し
、
作
業
の
危
険
度
を
減

ら
す
取
り
組
み
が
必
要
。

危
険
箇
所
は
町
単
事
業
も
考
え
る

答 

町
長　
県
の
土
改
連
に
要

望
を
続
け
、
危
険
な
農
地
法

面
は
、
町
単
事
業
で
現
地
を

見
て
判
断
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
進
捗
は

問 

陸
上
競
技
の
聖
地
創
り

の
進
捗
状
況
、
町
民
へ
の
メ

リ
ッ
ト
を
含
め
た
方
向
性
は
。

ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
を
拠

点
に
、引
き
続
き
取
り
組
む

答 

町
長　

合
宿
者
が
リ
ピ

ー
タ
ー
と
な
る
事
業
を
進
め
、

ア
ス
リ
ー
ト
と
住
民
が
触
れ

合
う
機
会
や
経
済
へ
の
波
及

効
果
・
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
む
機
会
に
繋
げ
る
。

４
コ
ー
ス
に
外
灯
設
置
を

問 

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
外
灯

の
設
置
が
必
要
、
寄
付
や
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

手
法
も
取
り
入
れ
る
べ
き
。

外
灯
は
考
え
て
い
く

答 

町
長　
コ
ー
ス
設
定
内
に

照
明
が
と
れ
る
か
改
め
て
担

当
課
で
考
え
る
。

医
師
不
足
解
消
の
施
策
は

小
児
科・内
科
診
療
を
主
と
し
た

誘
致
を
目
指
す

※
そ
の
他
の
質
問

　
本
町
独
自
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

対
す
る
功
労
表
彰
を
考
え
る
べ
き

早世予防から見た死亡 標準化死亡比
町 県 国 男性 女性

男性 14.8 10.2 10.6 大崎町 117.2 107.2
女性 3.8 4.9 5.7 県 103.1 99.7

（65歳未満死亡者） R4年22人 １位の県 119.1 110.8
男性の早世死亡率が

国・県より高い
男性：本町は全国ワースト1位に次ぐ高さ
女性：本町は全国ワースト3位に次ぐ高さ

若い世代からの
予防が必要

脳出血・脳梗塞・急性心不全・
心不全・腎不全が高い

横瀬地区水田法面吹付

公
共
性
が
高
い
こ
と
か
ら
奨

励
金
や
技
術
者
育
成
等
の
援

助
の
考
え
は
な
い
か
。

24
時
間
体
制
が
大
き
な
要
因

答 

町
長　

水
道
事
業
は
昼

夜
・
土
日
の
区
別
が
な
く
、
い

つ
破
損
す
る
か
わ
か
ら
な
い
の

で
常
に
態
勢
を
整
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
員

の
確
保
が
必
要
な
こ
と
が
厳

し
さ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
ど
の
よ
う
に
カ
バ
ー
で
き

る
か
研
究
し
て
い
く
。

消
防
団
に
救
助
用
資
機
材

の
導
入
を
す
べ
き

問 

多
く
の
全
壊
、
半
壊
を

想
定
し
て
い
る
が
、
消
防
や

自
衛
隊
等
の
救
助
が
来
る
ま

で
に
は
時
間
を
要
す
る
。
迅

速
な
救
助
活
動
の
た
め
に

は
、
役
場
や
地
元
消
防
団
に

工
作
車
や
油
圧
工
具
、
切
断

機
等
の
救
助
用
資
機
材
を
導

入
し
、
一
人
で
も
多
く
人
命

を
救
助
す
る
考
え
は
な
い

か
。

平田　慎一 議員
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問 

大
地
震
・
大
津
波
が
発

生
し
た
際
、
本
町
に
お
け
る

被
害
の
想
定
は
ど
の
よ
う
に

予
測
し
て
い
る
か
示
せ
。

県
の
調
査
を
も
と
に
想
定

答 

町
長　
最
大
ク
ラ
ス
の
南

海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
最
大
震
度
６
弱
、
最

大
津
波
高
７
・
32
ｍ
、
全
壊

３
１
０
棟
、
半
壊
１
０
０
０

棟
、
死
者
40
人
、
負
傷
者

20
人
、
避
難
者
１
０
８
０
人
、

帰
宅
困
難
者
６
０
０
人
が

被
災
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
は
、
上

水
道
の
断
水
、
電
力
及
び
固

定
電
話
に
も
被
害
が
生
じ
る

と
想
定
し
て
い
る
。

断
水
時
の
復
旧
対
策
は

問 
災
害
時
に
水
道
管
復
旧

工
事
が
で
き
る
事
業
者
の
確

保
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

町
内
３
社
、町
外
２
社

答 

水
道
課
長　

本
管
工
事

が
で
き
る
事
業
者
は
、
町
内

３
社
、
町
外
２
社
で
、
曽
於

市
・
志
布
志
市
と
広
域
連
携

協
定
も
結
ん
で
い
る
。

水
道
工
事
事
業
者
の
育
成
を

問 

大
規
模
災
害
時
は
近
隣

市
町
村
も
被
災
し
て
い
る
可

能
性
が
高
く
、
町
内
事
業
者

が
い
ち
早
く
復
旧
に
努
め
て

く
れ
る
と
思
う
が
、
町
内
事

業
者
は
減
少
の
傾
向
で
あ

る
。
民
間
企
業
で
は
あ
る
が

公
共
性
が
高
い
こ
と
か
ら
奨

励
金
や
技
術
者
育
成
等
の
援

助
の
考
え
は
な
い
か
。

24
時
間
体
制
が
大
き
な
要
因

答 

町
長　

水
道
事
業
は
昼

夜
・
土
日
の
区
別
が
な
く
、
い

つ
破
損
す
る
か
わ
か
ら
な
い
の

で
常
に
態
勢
を
整
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
員

の
確
保
が
必
要
な
こ
と
が
厳

し
さ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
ど
の
よ
う
に
カ
バ
ー
で
き

る
か
研
究
し
て
い
く
。

消
防
団
に
救
助
用
資
機
材

の
導
入
を
す
べ
き

問 
多
く
の
全
壊
、
半
壊
を

想
定
し
て
い
る
が
、
消
防
や

自
衛
隊
等
の
救
助
が
来
る
ま

で
に
は
時
間
を
要
す
る
。
迅

速
な
救
助
活
動
の
た
め
に

は
、
役
場
や
地
元
消
防
団
に

工
作
車
や
油
圧
工
具
、
切
断

機
等
の
救
助
用
資
機
材
を
導

入
し
、
一
人
で
も
多
く
人
命

を
救
助
す
る
考
え
は
な
い

か
。

整
備
は
必
要
と
考
え
る

答 

総
務
課
長　

大
規
模
災

害
時
に
同
時
多
発
す
る
救
出
、

救
助
に
対
処
す
る
に
は
救
助

用
装
備
、
資
機
材
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
消
防
署
で
は

お
お
む
ね
確
保
で
き
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
初
期

活
動
に
携
わ
る
の
は
地
元
消

防
団
で
あ
る
。
消
防
団
幹
部

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

問 

東
串
良
町
の
防
災
庁
舎
、

防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た

が
、
防
災
拠
点
と
し
て
大
変

す
ば
ら
し
い
施
設
で
あ
り
、

本
町
に
も
設
置
す
べ
き
と
思

う
が
検
討
で
き
な
い
か
。

必
要
性
は
十
分
認
識

答 

町
長　

必
要
性
は
十
分

認
識
し
て
い
る
が
現
段
階
で

は
計
画
は
な
い
。
役
場
本
庁

舎
の
移
転
と
同
時
に
計
画
を

立
て
な
が
ら
動
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

役
場
本
庁
舎
に
つい
て
は
、
国

の
補
助
事
業
で
空
調
施
設
等

を
導
入
し
て
お
り
、
約
10
年

は
移
転
が
困
難
で
あ
る
。

大
地
震
・
大
津
波
の
被
害
想
定
は

死
者・負
傷
者
と
も
に
多
数

救助用資機材

災害状況を把握することができるモニター

草原　正和 議員

東串良町防災庁舎
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問 

令
和
6
年
度
、
中
学
校

新
入
学
対
象
者
説
明
会
に
お

い
て
、「
部
活
動
入
部
者
の

募
集
は
し
な
い
」
と
の
中
学

校
長
か
ら
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
行
き
過
ぎ
た
発
言
で
は

な
か
っ
た
か
。
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
学

校
と
し
て
の
発
言
か
。
希
望

や
夢
を
持
つ
新
入
学
生
の
意

欲
を
そ
ぐ
も
の
で
、
保
護
者

や
、
新
入
生
に
対
し
理
解
で

き
る
発
言
で
あ
っ
た
か
。
そ

の
真
意
を
問
う
。

廃
部
規
定・部
活
地
域
移
行・

教
職
員
の
負
担
が
理
由

答 
教
育
長　

保
護
者
に
対

し
配
慮
不
足
、
説
明
不
足
で

あ
り
十
分
な
理
解
に
至
ら
な

か
っ
た
。
関
係
者
と
の
事
前

協
議
も
十
分
で
な
く
伝
わ
り

に
く
か
っ
た
。
国
が
進
め
る

部
活
地
域
移
行
や
指
導
教
員

の
負
担
に
も
な
って
い
る
。

　

部
活
の
廃
部
規
定
は
あ
る

が
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

捉
え
、
新
入
生
の
保
護
者
に

対
し
募
集
で
き
る
よ
う
な
文

書
を
出
し
た
。

町
長　
中
学
校
に
進
学
し
た

ら
、
吹
奏
楽
部
や
陸
上
部
な

ど
で
活
動
し
て
頑
張
ろ
う
と

い
う
夢
を
摘
ん
で
し
ま
っ
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
と
思
う
。

体
験・発
表
の
機
会
を
増
や

す
べ
き
で
あ
る

問 

例
年
卒
業
式
で
は
、
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
あ

る
。
今
回
の
卒
業
式
に
向
け

て
生
徒
よ
り
演
奏
し
た
い
と

強
い
要
望
も
あ
っ
た
と
聞
く

が
、
学
校
か
ら
許
可
さ
れ
な

か
っ
た
と
の
こ
と
。
日
頃
の

成
果
を
披
露
す
る
良
い
場
で

あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
体

験
、
発
表
す
る
場
を
狭
め
る

の
か
。

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く

答 

教
育
長　

話
を
聞
き
心

が
痛
む
。
卒
業
式
な
ど
は
約

１
か
月
く
ら
い
前
か
ら
企
画

委
員
会
、
職
員
会
議
で
話
し

合
わ
れ
る
。
子
ど
も
た
ち
に

軸
足
を
置
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

域
の
声
、
総
合
的
に
判
断
す

べ
き
で
あ
り
、今
後
、校
長
会・

教
頭
会
、
研
修
会
等
で
指
導

し
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希

望
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

部
活
地
域
移
行
状
況
を
示
せ

問 

先
般
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
主
催
の
研
修
会
も
あ
っ
た

が
、
校
長
の
発
言
は
、
部
活

地
域
移
行
の
こ
と
も
要
因
と

の
こ
と
だ
。
本
町
に
お
け
る

部
活
地
域
移
行
の
現
状
進
捗

状
況
を
示
せ
。

地
域
人
材
を
活
用
し
た　

地
域
移
行
を
模
索
し
て
い
る

答 

教
育
長　

部
活
動
に
は

生
徒
が
や
り
た
い
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
が
で
き
る
良
さ
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
通
り
ス
ポ

ー
ツ・
文
化
活
動
に
親
し
む

機
会
を
確
保
す
る
。
少
子
化
、

教
職
員
の
業
務
負
担
な
ど
を

考
慮
し
、
令
和
５
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
ま
で
に
段
階
的

に
地
域
移
行
す
る
た
め
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。

意
欲
の
あ
る
生
徒
は　
　

　
　
　
　
　

 

助
成
す
べ
き

問 

学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
る
部
活
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
参
加
者
の

安
全
、
傷
害
の
防
止
な
ど
そ

れ
ら
に
対
応
で
き
る
知
識
を

持
っ
た
指
導
者
が
必
要
で
あ

る
。
校
内
で
行
っ
て
い
た
活

動
が
地
域
移
行
と
な
る
と
費

用
も
か
か
る
の
で
、
助
成
も

必
要
で
は
な
い
か
。

対
価
は
必
要
で
あ
る

答 

町
長
　
対
価
と
し
て
の
考

え
は
あ
る
。
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
の
考
え
は
な
い
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
学
び
」

の
保
障
は
で
き
て
い
る
か

子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
に

前
向
き
に
取
り
組
む

パート練習をする生徒

中山　美幸 議員
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問 

避
難
所
と
な
る
総
合
体

育
館
大
規
模
改
修
は
２
年
間

で
約
15
億
円
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
予
算
は
適

正
に
災
害
対
策
に
充
て
ら
れ

て
い
る
の
か
。

大
規
模
改
修
で
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る

答 

町
長　

避
難
所
の
機
能

を
持
た
せ
る
た
め
に
、
床
の

張
替
え
、
天
井
の
改
修
や
空

調
設
備
の
新
設
及
び
停
電
時

の
発
電
機
等
が
主
で
、
適
正

な
予
算
の
執
行
と
よ
り
よ
い

体
育
館
の
改
修
に
努
め
る
。

災
害
時
の
消
防
団
と
の
通

信
手
段
の
確
保
を

問 
大
規
模
災
害
時
に
は
自

衛
隊
・
消
防
・
警
察
な
ど
の

支
援
は
遅
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
地
元
消
防
団
が
一
番

迅
速
に
救
助
活
動
が
で
き
る

と
思
う
が
、
通
信
手
段
が
絶

た
れ
た
場
合
の
対
策
は
ど
う

か
。

衛
星
電
話
を
考
え
て
い
く

答 

町
長　

通
信
回
線
が
不

通
の
場
合
は
、
県
や
防
災
関

係
機
関
と
は
衛
星
電
話
等
に

よ
り
情
報
連
絡
を
行
い
、
消

防
団
と
の
通
信
手
段
は
デ
ジ

タ
ル
簡
易
無
線
機
に
よ
り
行

う
。
無
線
の
届
か
な
い
分
団

の
対
策
は
、
今
後
、
衛
星
電

話
と
い
う
こ
と
も
考
え
消
防

団
の
意
見
も
聞
き
対
応
す

る
。

消
防
分
団
詰
所
の
建
て
替

え
改
修
の
計
画
は

問 

町
内
の
各
分
団
詰
所
は

老
朽
化
が
進
み
女
性
団
員
が

増
え
た
現
在
、
快
適
な
環
境

で
は
な
い
と
思
う
が
、
建
て

替
え
や
改
修
の
計
画
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

打
診
し
で
き
る
所
は
や
る

答 

町
長　
建
て
替
え
は
建
設

後
60
年
経
過
す
る
２
０
３
９

年
か
ら
順
次
予
定
し
て
い
る
。

女
性
団
員
も
増
え
、
更
衣
室

や
ト
イ
レ
の
改
善
は
幹
部
会

に
も
打
診
し
、
で
き
る
所
は

や
っ
て
い
き
た
い
。

孤
立
集
落
の
把
握
と
水
道

の
迅
速
な
復
旧
計
画
は

問 

本
町
で
大
規
模
災
害
を

想
定
し
た
孤
立
集
落
の
把
握

や
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
対

策
、
避
難
所
へ
の
給
水
な

ど
、
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る

の
か
。　

水
道
危
機
管
理
対
策
で
対

応
を
掲
げ
て
い
る

答 

町
長　

災
害
・
事
故
等

に
お
け
る
水
道
危
機
管
理
対

策
で
対
応
を
掲
げ
て
い
る
。

孤
立
集
落
は
土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
集
落
を
想
定
し
て
い

る
。

犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し　

防
災
庁
舎
の
建
設
を

問 

東
串
良
町
は
犠
牲
者
ゼ

ロ
を
目
指
し
、
防
災
セ
ン

タ
ー
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
、

避
難
誘
導
灯
、
さ
ら
に
防
災

庁
舎
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地

震
時
の
死
者
数
40
人
が
想
定

さ
れ
て
い
る
が
、
防
災
庁
舎

が
あ
れ
ば
災
害
対
応
が
迅
速

に
行
え
る
と
考
え
る
が
、
建

設
の
考
え
は
な
い
か
。

高
台
を
目
指
し
て
逃
げ
る

よ
う
伝
え
る

答 

町
長　

現
段
階
で
は
整

備
の
計
画
は
な
い
。
ま
ず
高

台
を
目
指
し
て
逃
げ
る
こ
と

を
日
々
伝
え
て
い
く
こ
と
を

優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
と

思
い
実
行
し
て
い
く
。

大
規
模
災
害
時
の
犠
牲
者
ゼ
ロ
を

高
台
を
目
指
し
逃
げ
る
よ
う
伝
え
る

児玉　孝德 議員

庁舎に連結して新築された防災庁舎

昭和 54 年建築の中央分団詰所
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問 

こ
れ
ま
で
の
福
祉
バ
ス

の
運
行
状
況
は
ど
う
か
。

利
用
者
数
は
増
加
し
て
い
る

答 

町
長　

現
在
の
コ
ー
ス

設
定
を
し
た
令
和
3
年
11
月

の
利
用
実
績
は
延
べ
49
人
で
、

翌
年
同
月
は
延
べ
66
人
、
令

和
5
年
度
同
月
は
延
べ
77
人

と
、
同
月
で
比
較
す
る
と
増

加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

費
用
対
効
果
は
ど
う
か

問 

一
人
当
た
り
の
運
行
に

か
か
る
費
用
は
ど
の
ぐ
ら
い

か
。

一
人
1
回
の
乗
車
で
約
１

　

５
０
０
円
の
費
用
が
発
生

し
て
い
る

答 

町
長　

人
件
費
、
バ
ス

の
維
持
費
、
燃
料
費
が
経
費

の
主
な
も
の
。
年
間
延
べ
利

用
人
数
見
込
み
の
約
９
２
０

人
で
割
る
と
一
人
1
回
の
乗

車
で
約
１
５
３
０
円
の
費
用

が
か
か
る
。

　

一
概
に
費
用
対
効
果
で
は

判
断
で
き
な
い
。
効
果
が
薄

く
て
も
継
続
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を

問 

買
い
物
目
的
だ
け
で
は

な
く
、
サ
ロ
ン
や
体
操
教
室

な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
け
な
い
か
。

移
動
手
段
に
ど
う
困
っ
て
い

る
か
把
握
し
た
い

答 

町
長　

令
和
3
年
度
、

高
齢
者
を
対
象
に
移
動
手
段

の
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
は
、
74
・
２

％
は
車
で
移
動
。
21
・
３
％

は
家
族
や
知
人
、
バ
ス・
タ
ク

シ
ー
で
移
動
。
残
り
４・５
％

が
移
動
手
段
は
な
い
が
、
代

替
サ
ー
ビ
ス
等
で
買
い
物
は
で

き
て
い
る
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

実
態
が
変
わ
って
い
る
可
能
性

も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
周

知
活
動
を
行
い
た
い
。

福
祉
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
周
知
徹
底
を

問 

対
象
者
だ
け
で
な
く
、

家
族
や
若
い
世
代
も
含
め
て

広
く
周
知
を
は
か
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

様
々
な
周
知
方
法
も
含
め
て

検
討
し
た
い

答 

保
健
福
祉
課
長　

年
に

１
回
の
広
報
紙
で
の
発
信
や

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
通
じ

た
周
知
を
行
っ
て
い
る
が
、

他
の
方
法
も
含
め
て
検
討
し

た
い
。

利
用
促
進
の
施
策
検
討
を

問 

路
線
の
見
直
し
や
、
高

齢
者
だ
け
で
な
い
技
能
実
習

生
も
視
野
に
入
れ
た
利
用
者

の
乗
り
合
い
、
さ
ら
に
、
週

末
運
行
の
検
討
な
ど
、
利
用

促
進
の
施
策
を
検
討
で
き
な

い
か
。

運
行
の
見
直
し
含
め
、様
々

な
方
の
意
見
を
聞
き
た
い

答 

町
長　

週
末
運
行
は
町

内
の
民
間
事
業
者
へ
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
慎

重
に
判
断
し
た
い
。

保
健
福
祉
課
長　
路
線
に
関

し
て
は
、
１
年
あ
る
い
は
数

年
ス
パ
ン
で
運
行
の
見
直
し

を
は
か
り
た
い
。　

福
祉
バス
の
利
用
拡
充
を
は
か
れ

交
通
空
白
地
帯
の
解
消
を
検
討

福祉バスに乗り込む利用者

発着地点となる役場前のバス停

藤田　香澄 議員
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P ick UpP ick Up

草
原
議
員

　

大
崎
町
に
移
住
さ
れ
た
き
っ

か
け
は
何
で
す
か
。

上
門
さ
ん

　

福
岡
県
の
ス
ポ
ー
ツ
店
で
グ

ラ
ブ
製
造
の
仕
事
に
２
年
間
ほ

ど
携
わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

い
ず
れ
は
独
立
し
た
い
気
持
ち

が
あ
り
ま
し
た
。
元
々
鹿
児
島

の
お
客
様
も
多
く
、
独
立
す
る

際
、
福
岡
か
大
崎
町
で
悩
ん
だ

の
で
す
が
、
お
客
様
の
要
望
も

あ
り
思
い
切
っ
て
家
族
で
大
崎

町
へ
の
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。

草
原
議
員　

　

野
球
グ
ラ
ブ
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

上
門
さ
ん

　

店
内
の
サ
ン
プ
ル
グ
ラ
ブ
を

は
め
て
い
た
だ
い
て
、
サ
イ
ズ

等
を
調
整
し
、
お
客
様
好
み
の

デ
ザ
イ
ン
の
グ
ラ
ブ
を
製
造
し

て
い
ま
す
。

草
原
議
員　

　

大
崎
町
に
移
住
し
て
良
か
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

上
門
さ
ん

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
強
い
と

こ
ろ
と
何
か
困
り
ご
と
が
あ
っ

て
も
、
周
囲
の
方
に
相
談
し
や

す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
育
て
る
環

境
全
般
が
福
岡
よ
り
も
良
く
、

子
ど
も
た
ち
も
毎
日
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。

草
原
議
員

　

グ
ラ
ブ
製
造
の
魅
力
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

上
門
さ
ん

　

平
面
の
パ
ー
ツ
か
ら
ど
ん
ど

ん
グ
ラ
ブ
が
立
体
的
に
な
っ
て

行
く
製
造
工
程
の
楽
し
さ
、
ま

た
気
持
ち
を
込
め
て
作
っ
た
グ

ラ
ブ
を
お
客
様
に
お
渡
し
し
た

と
き
に
喜
ん
で
も
ら
っ
た
瞬
間

が
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

草
原
議
員

　

今
後
の
課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

上
門
さ
ん

　

大
崎
町
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

が
２
面
取
れ
る
よ
う
な
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
室
内
練
習
場
を
整
備
し

て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

室
内
練
習
場
は
、
近
隣
に
は
鹿

屋
市
串
良
町
、
串
間
市
に
あ
り

ま
す
が
、
毎
回
予
約
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
プ
ロ
野
球
選
手
を
多

数
輩
出
し
て
い
る
町
だ
か
ら
こ

そ
、
雨
天
時
の
練
習
環
境
な
ど

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
室

内
練
習
場
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
プ
ロ
野
球
選
手
が
自
主
ト

レ
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
な
ど
、
交

流
人
口
が
増
え
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
は
診
療
所
や

商
業
施
設
、
飲
食
店
な
ど
が
少

な
い
た
め
、
今
後
そ
こ
を
誘
致

す
る
こ
と
で
子
育
て
世
代
の
若

い
方
々
が
、
居
住
先
の
選
択
肢

と
し
て
大
崎
町
を
認
知
し
て
も

ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

◆
上
門
さ
ん
、
貴
重
な
お
話
し

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
門
グ
ラ
ブ
工
房

上
門
グ
ラ
ブ
工
房

上
門
　
健
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

上
門
　
健
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

大
崎
産
グ
ラ
ブ
製
造
を
通
じ
て
地
域
活
性
化

大
崎
産
グ
ラ
ブ
製
造
を
通
じ
て
地
域
活
性
化

（福岡県出身、現在大崎町仮宿在住）

上門グラブ工房上門グラブ工房
野球グラブ・ミット製造販売野球グラブ・ミット製造販売

GateUp　代表GateUp　代表　　上上
うえうえ

門門
かどかど

　　健健
けんけん
　　さんさん 広報広聴常任委員会委員広報広聴常任委員会委員

草草
くさくさ

原原
はらはら

　　正正
まさまさ

和和
かずかず

　　議員議員

オーダーメイドバッグも販売中
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場所：老人福祉センター

開催日：令和６年１月 18日（木）　場所：老人福祉センター

出席議員：中倉広文議員、中山美幸議員、　　　神﨑文男議員、平田慎一議員、藤田香澄議員

町内に所在し活動するグループ等を対象に募集し、　　　意見交換を行いました。（いきいきクラブ）

問�　益丸地区の信号が点滅にならないがどうにかならないか。
答�　信号機を点滅にした場合、事故が増加することが懸念されることから、県警から点滅に

することは困難との回答をいただいた。

道路での農耕車等使い方、マナーについて道路での農耕車等使い方、マナーについて
問�　農業法人等の道路での農耕車使用のマナーについて指導はできないか。
答�　農業者の方には、町の担当部署で農耕車使用のマナー等についての協力をお願いして

いる。

施設について施設について
問�　老人福祉センター施設の空調について、空調設備を修繕することはできないか。 
答�　社会福祉協議会に指定管理をお願いしているため、要望があったことを伝え、今後、協議・

検討いたします。（保健福祉課回答）

問�　あすぱる大崎へ福祉バスを運行してほしい。
答�　現在の福祉バスは、住民のニーズ調査を行ったうえで、高齢者等の「買い物支援」をメ

インとした運行計画になっています。すべての要望を網羅することは容易ではないが、住民
のニーズを聞き取りながら、今後再検討していく予定です。（保健福祉課回答）

問�　アスリートトレーニングセンター周辺にコンビニを建てることはできないか。
答�　菱田公民分館から菱田中学校跡地の活用に関する請願書が議会へ提出されており、今

後周辺環境の整備に向けて協議を進める予定である。

問�　町体育館の畳が非常に傷んでいるが何とかならないか。
答�　令和６年度より町総合体育館の大規模改修工事を実施予定である。

防災無線について防災無線について
問�　防災無線について、全然聞こえないという人が多いが何とかならないか。
答�　令和６年度予算で対応する予定である。
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『住民と議会と語る会』
出席議員：中倉広文議員、中山美幸議員、　　　神﨑文男議員、平田慎一議員、藤田香澄議員

ごみの収集関係についてごみの収集関係について
問�　集落の資源ごみ収集場について、自宅から遠い場合等、新たに設置することはでき

ないか。
答�　集落の資源ごみ収集場の要望については、お住まいの公民館長に相談していただいたう

えで役場担当課において検討する。

問�　違反ごみにシールを貼り付けるのではなく、回収してもよいのではないか。
答�　令和６年度以降も、回収時に資源物及び一般ごみに混載があった場合は、今後の分別

への協力をお願いする意味で、理由を記しシールを貼付していく予定です。
　　今後も回収せずに残されたものは、各衛生自治会での管理をお願いします。
　　また、違反ごみシールの表現については、今後工夫してまいりたいと思います。
　　（環境政策課回答）

問�　いつでも捨てられるごみ収集場の設置はできないか。
答�　「大崎町環境拠点整備事業実行委員会」において、委員より設置の要望があり検討中

である。

（要望） 　役場窓口でごみの回収に関する意見を提案しているが、担当課が意見に応じてくれ
ないため、住民の要望に関しては真摯に受け止めてほしい。

交通弱者、買い物弱者問題について交通弱者、買い物弱者問題について
問�　自ら自動車を運転できない方等に買い物や通院などを行うための移動手段の支援を

考えられないか。
答�　令和６年度から、町の予算で「おでかけタクシー利用助成事業」を開始する予定である。

問�　行政に交通弱者問題についての対策を実行する部署を作ってほしい。
答�　現在、役場担当課において交通弱者問題についての対策を実行する部署（企画政策課）

を設置している。

問�　走るスーパーを運行することはできないか。
答�　移動スーパー等民間のサービスを利用することが可能である。

高速道路周辺について高速道路周辺について
問�　大崎インターの高速道路を利用する自動車の交通量が多くなり、道路の振動等の影

響がある。どうにかならないか。
答�　県議会議員を通じて鹿児島県に道路の振動等の対応について要望を行っている。

信号機設置、街灯について信号機設置、街灯について
問�　小能集落から県道への十字路に信号を設置することはできないか。 
答�　信号機設置については、大崎インターチェンジ付近で渋滞を招く恐れがあることから、県

警から設置することは困難との回答をいただいた。

問�　自宅周辺に街灯がないため、街灯を設置することはできないか。
答�　集落内の街灯については、集落において対応していただきたい。

町内に所在し活動するグループ等を対象に募集し、　　　意見交換を行いました。（いきいきクラブ）
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町
民
の
広
場

編
　 

集
　 

後
　 

記

発
行
責
任
者

大
崎
町
議
会
議
長　

富
重　

幸
博

　

草
木
の
葉
色
が
一
段
と
色
濃

く
な
り
、
万
物
の
躍
動
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
三
月
議
会
で
は
、
皆

さ
ま
の
日
々
の
生
活
に
関
わ
る

令
和
六
年
度
予
算
や
条
例
の
制

定
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
白
熱

し
た
議
論
を
交
わ
し
可
決
し
ま

し
た
。

　

執
行
部
と
議
会
、
立
場
は
違

え
ど
も
住
民
の
皆
さ
ま
の
豊
か

な
暮
ら
し
を
求
め
る
目
的
は
全

く
同
じ
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
を
交
わ
し
、
よ
り
良
い
施
策

の
実
現
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
誠

心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
中
倉
広
文
）

　
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

吉
原　

信
雄

　

副
委
員
長　

岡
元　

修
一

　

委　
　

員　

中
山　

美
幸

　

委　
　

員　

中
倉　

広
文

　

委　
　

員　

平
田　

慎
一

　

委　
　

員　

草
原　

正
和

　　

三
月
三
十
一
日
、「
第

７
回
持
留
さ
く
ら
さ
く
ら

ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
十

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

地
域
を
ど
う
に
か
し
よ
う

と
い
う
想
い
で
始
め
ま
し

た
。
地
域
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
協
議
会
を
立
ち
上

げ
持
留
の
代
名
詞
で
あ
る

芝
桜
が
満
開
に
な
る
春
の

頃
に
ま
つ
り
を
開
催
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
持

留
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
つ
り
を
作

り
上
げ
る
に
は
様
々
な
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。
舞
台

作
り
、
設
置
場
所
、
観
客

席
は
ど
う
す
る
か
、
な
ど

何
度
も
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
半
年
以
上
か
け
て
話
し

合
い
を
行
い
、
各
集
落
の

公
民
館
長
さ
ん
や
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
第
一
回
の
ま
つ
り
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

毎
年
開
催
す
る
度
に
、

ど
う
し
た
ら
も
っ
と
地
域

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
か
考
え
な
が
ら
十
年

間
続
け
て
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
で

き
な
い
時
期
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
て
開
催
で
き
た

こ
と
は
本
当
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

分
館
役
員
と
春
ま
つ

り
実
行
委
員
長
を
一
緒

に
行
う
こ
と
は
大
変
で

す
が
、
継
続
し
て
い
く

た
め
に
は
参
加
者
・
来

場
者
が「
楽
し
い
」
と
思

え
る
こ
と
が
大
事
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

近
年
、
益
々
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
私
は
、
他
の
活
動

と
共
に
持
留
の「
ま
つ

り
」を
若
い
世
代
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
私
の
役

目
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
想
い

私
の
想
い

持
留
さ
く
ら
さ
く
ら
ま
つ
り

十
年
目
を
迎
え

持留春まつり実行委員会
委員長  神�野��道�弘

持留小学校全校児童によるダンスの披露
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